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1　事業の概要

２　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)
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2,560 2,560

124,532 -16,191 108,341

－ －

長野県版「運動プログラム」普及定着事
業費

幼保小中学校教職員及び地域指導者等に本県の子どもの
体力・運動能力の向上を図る「運動プログラム」の普及定着を
図る

1.00

中学校高等学校体育大会関係事業費
学校教育の一環である中学校・高等学校体育大会の開催経
費や参加経費の助成を行う

2.00

長野県・河北省青少年スポーツ交流事
業費

－ 0.10

合計 9.10 162,260 -25,989 136,271

運動部活動改革事業費
運動部活動の充実に向け部活動指導員任用に対する補助
や指導者派遣及び研修会等を実施する

2.00 31,520 -9,798 21,722

学校体育実技認定・指導事業費
学校体育の充実に向けた武道等実技研修及び指導者派遣
を実施する

2.00 1,989 1,989

（補正後）

体育教科研究事業費
学校における体育・保健体育担当教職員の指導力向上研修
を実施する

2.00 1,659 1,659

補正により取り組む

事業内容

・部活動指導員の任用補助実績に基づく減額
・高等学校体育大会への選手団派遣実績に基づく減額

No 細事業名 30年度　実施内容（予定）
職員数 30年度

（人） （補正前） （2月補正）

198,879 197,486 209,999

成果指標
設定理由

①本県の子どもの体力・運動能力等の状況を把握するため、「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」における体力合計点を指標に設定
②運動部活動の充実状況を把握するため、ジュニア世代の全国大会（国体（少年）、インターハイ、全中大会）の入賞数を指標に設定

概　算
人　件

費

 職員数（人） 9.00 9.10 9.10

 決　　算　　額（B） 127,653 105,960

 概算人件費 （Ｃ） 71,226 73,728 73,728

 概算事業費（B（A）+C）

0

　国庫支出金 7,387 2,512 9,313

ジュニア入賞数
213人・団

体
213人・団

体
220人・団

体
Aの
財源

　一般財源 139,284 120,961 126,958
②

　県　債

　その他 0 285

-25,989
① 体力合計点 50.1点 50.1点 50.5点

28年度末 29年度末
30年度

当初予算 146,671 123,758 162,260 目標値 成果

前年度繰越 0
No 成果指標

達成状況

スポーツ課

実施期間 S40 E-mail

目指す姿

○子どもたちの運動・スポーツに親しむ機会が充実することで、運動が習慣化され、子どもの体力･運動能力が向上する。
○運動部活動の充実は、本県の中高生の体力及び競技力の向上が図られると共に、生涯にわたってスポーツに親しむ資質が育成される。
○幼児期から運動遊びに取り組むことで、運動好きで、運動だけでなく日常の生活においても主体的に行動できる人間が育成される。

（主な実施内容：指導者研修、指導者の派遣、「長野県版運動プログラム」普及等、子どもの体力・運動能力の向上に資する取組　　など）
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区　分（単位：千円） 28年度 29年度 30補正後 指標及びその達成状況

予
算
額

合計（A) 146,671 123,758 136,271

補正予算

事業番号 15 10 02 事業改善シート （30年度実施事業分） □当初要求　　□当初予算案　　■補正予算案　　　□点検

現状
(予算編成時)

○本県の児童・生徒の体力は、向上傾向（全国49.9点・本県50.1点）にあるものの、県総合５か年計
画達成目標を下回っており、引き続き体力向上に向けた全県的な取組が課題としてある。
○適正な運動部活動の実施及び指導者の資質・能力の向上が、社会的に求められている。
○子どもの健康課題の取組として、幼児期からの一貫した体力向上施策が、全国的に着目されて
いる。

30年度
補正後額

136,271 千円

職員数 9.10 人

sports-ka@pref.nagano.lg.jp

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

総合的に展開する
重点政策

3-4 2027年国民体育大会・全国障害者スポーツ大会に向けたスポーツ振興

事　業　名 学校と地域における子どものスポーツ推進事業費
部局 教育委員会事務局 課・室

mailto:hokenko@pref.nagano.lg.jp

